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地域COEの構築への取り組み

新技術・新産業創出の取り組み
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平成13年度発足
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耐久卵量産技法と保存技法の開発
仔魚の最も優れた餌であるワムシを耐久卵で保存し
いつでも供給することが可能となりました。
これまでの研究で、耐久卵を10億オーダーで生産
できるようになりました（クロレラ工業から販売）。

マハタ種苗生産技術の開発
種苗量産技術を確立して民間種苗機関へ技術移転す
るとともに、得られた種苗を用いて漁業者による養
殖試験を実施中です。

有害・有毒プランクトンの識別・同定
赤潮プランクトンを迅速に識別・同定するための図
説を作成しました。動きを比較できる動画も添付して
います。これにより、赤潮の被害を軽減することが期
待できます。

海産ワムシ類

マハタ（日令70日） 長崎周辺海域の有害植物プランクトン
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